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私
は
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
六
月
十
日
、
大
分
県

大
野
郡
朝
地
池
田
で
、
父 

幾
、
母 

松
枝
の
五
男
四
女

の
九
人
兄
弟
の
次
男
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
祖
父
母

が
健
在
で
、
家
族
は
総
勢
十
一
人
の
家
族
で
し
た
。
家
は

農
家
で
、
田
八
反
、
畑
三
反
の
耕
作
で
、
畑
の
作
物
は
、

大
豆
、
甘
藷
、
粟
等
で
す
。 

私
は
後
年
請
わ
れ
て
、
朝
倉
の
家
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、

三
十
一
歳
ま
で
は
志
村
安
治
の
名
前
で
し
た
。 

学
歴
は
朝
地
町
立
上
井
田
尋
常
小
学
校
高
等
科
を
昭
和

十
五
（
一
九
四
〇
）
年
三
月
に
卒
業
し
て
、
大
分
市
の
新

川
か
ら
入
っ
た
所
の
人
造
羊
毛
製
造
の
『
鐘
が
淵
工
業
株

式
会
社
』
に
入
社
致
し
ま
し
た
。
会
社
は
寮
生
活
で
、
全

員
、
鋭
意
、
非
常
時
の
生
産
に
邁
進
し
ま
し
た
。 

上
海
事
変
、
支
那
事
変
、
満
州
国
建
国
、
ノ
モ
ン
ハ
ン

事
件
と
国
際
情
勢
の
緊
張
の
高
ま
り
と
共
に
戦
争
が
拡
大

し
て
来
ま
し
た
。
郷
党
の
勧
め
も
あ
り
今
こ
そ
と
憧
れ
の

海
軍
に
志
願
を
決
意
し
て
、
昭
和
十
七
年
九
月
、
大
分
市

内
で
海
軍
を
受
験
、
見
事
合
格
、
採
用
通
知
が
届
き
ま
し

た
。 当

時
、
戦
争
は
支
那
全
土
に
戦
線
が
拡
大
し
、
つ
い
に

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
の
攻
撃
で
大

東
亜
戦
争
に
突
入
し
ま
し
た
の
で
、
私
は
日
本
国
興
亡
の

秋と
き

と
奮
っ
て
海
軍
に
志
願
致
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年
四
月
一
日
、
十
八
歳
で
佐
世
保
の
相
浦
第

二
海
兵
団
に
入
団
致
し
ま
し
た
。 

海
兵
団
へ
の
出
発
は
、
大
分
駅
前
に
集
合
し
て
、
知
名

士
の
激
励
が
あ
り
、
駅
前
広
場
を
埋
め
る
大
勢
の
見
送
り

人
の
歓
呼
の
声
と
日
の
丸
の
旗
の
波
に
送
ら
れ
て
、
軍
事

専
用
列
車
で
九
大
線
経
由
佐
世
保
ま
で
、
私
に
は
彦
太
郎

じ
い
さ
ん
が
付
い
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
同
じ
朝
地
の
羽

田
野
正
士
さ
ん
も
一
緒
で
し
た
。 

大
野
郡
朝
地
の
地
域
は
国
道
五
十
七
号
線
に
沿
い｢

荒

城
の
月｣
の
岡
崎
城
跡
の
竹
田
市
と
隣
あ
わ
せ
の
町
で
、
平
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安
、
鎌
倉
時
代
よ
り
文
化
の
開
け
た
所
で
、
臼
杵
の
石
仏

の
時
代
に
は
、
善
光
寺
の
特
大
磨
崖
仏
が
あ
り
ま
す
。
国

東
半
島
の
仏
教
文
化
の
花
開
い
た
地
域
で
、
平
安
期
荘
園

の
京
の
都
と
の
関
わ
り
も
深
い
土
地
柄
で
も
あ
り
ま
す
。 

用
作
公
園
は
、
彫
刻
家
朝
倉
文
夫
、
荒
城
の
月
の
滝
廉

太
郎
、
頼
山
陽
、
田
野
村
竹
田
な
ど
の
文
人
墨
客
が
往
来

し
た
所
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
武
の
面
で
は
、
平
安
期
は
荘

司
、
大
野
氏
の
騎
馬
軍
団
、
鎌
倉
期
よ
り
豊
後
大
友
の
下

で
志
賀
氏
が
岡
城
に
拠
り
、
朝
地
、
大
野
は
そ
の
後
ろ
巻

地
、
特
に
豊
薩
の
合
戦
に
は
大
友
は
島
津
軍
に
大
野
川
で

大
敗
を
喫
し
、
西
九
州
で
は
肥
後
、
肥
前
の
竜
造
寺
で
も

破
れ
、
破
竹
の
勢
い
で
筑
前
ま
で
侵
攻
し
た
薩
摩
島
津
の

大
軍
を
、
孤
城
よ
く
守
り
通
し
、
後
に
秀
吉
よ
り
名
将
と

賞
さ
れ
た
十
九
歳
の
志
賀
親
次
の
武
勇
の
地
で
あ
り
ま
す
。 

明
治
の
日
露
戦
役
に
は
旅
順
港
の
港
口
閉
塞
の
任
を
受

け
、
旅
順
港
口
に
杉
野
兵
曹
長
と
共
に
散
ら
れ
た
軍
神
・

広
瀬
中
佐
の
出
身
地
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
海
軍
へ
の

思
い
は
ま
た
格
別
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

入
団
時
の
家
庭
の
状
況
は
、
父
は
食
糧
事
務
所
に
、
兄

は
農
協
職
員
、
兄
嫁
は
看
護
婦
で
、
農
作
業
は
、
祖
父
彦

太
郎
と
母
松
枝
が
主
力
で
あ
り
ま
し
た
。 

さ
て
希
望
に
燃
え
て
海
兵
団
に
入
団
し
ま
し
た
が
、
新

兵
教
育
は
峻
烈
を
極
め
た
も
の
で
し
た
。
起
床
ラ
ッ
パ
に

飛
び
起
き
て
、
床
上
げ
、
掃
除
、
食
事
、
食
事
は
班
長
も

一
緒
に
す
る
の
で
、
そ
の
世
話
も
回
し
当
番
で
や
り
ま
す
。

少
し
で
も
遅
れ
た
り
悪
け
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
個
班
は
新
兵
ば
か
り
二
十
人
ほ
ど
で
し
た
。
教
班
長
は

下
士
官
の
バ
リ
バ
リ
で
班
長
室
は
別
に
あ
り
ま
し
た
。
班

長
室
、
あ
ん
な
恐
ろ
し
い
所
に
は
入
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

六
時
起
床
で
八
時
ご
ろ
日
課
が
始
ま
り
ま
す
が
、
毎
日

が
ピ
リ
ピ
リ
の
連
続
で
し
た
。
精
神
注
入
棒
（
バ
ッ
ト
）

で
す
が
、
カ
ッ
タ
ー
訓
練
競
技
に
負
け
る
と
昼
夜
の
食
事

の
時
、
班
長
に
卓
上
の
食
事
を
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
て
、
食

事
抜
き
、
消
灯
後
に
精
神
注
入
棒
で
海
軍
魂
を
植
え
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
毎
晩
、
毎
晩
、
何
の
か
ん
の
と
、
難
癖
を

付
け
て
は
叩
か
れ
ま
し
た
。
班
長
の
虫
の
居
所
が
悪
い
と

当
り
散
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
上
官
に
叱
ら
れ
て
、
そ
の
と
ば
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っ
ち
り
が
こ
ち
ら
に
バ
ッ
ト
が
飛
ぶ
と
言
う
具
合
で
し
た
。

親
が
見
た
ら
ど
ん
な
だ
っ
た
ろ
う
か
と
、
今
考
え
て
も
胸

が
熱
く
な
り
ま
す
。 

私
は
整
備
兵
要
員
で
す
の
で
整
備
の
教
育
を
う
け
ま
し

た
。
か
く
て
苛
烈
な
初
年
兵
教
育
も
終
わ
り
、
七
月
二
十

五
日
、
大
村
海
軍
航
空
隊
に
配
属
に
な
り
移
動
し
ま
し
た
。

勤
務
場
所
は
違
い
ま
し
た
が
、
羽
田
野
正
志
さ
ん
も
一
緒

に
大
村
に
き
ま
し
た
。 

大
村
で
は
整
備
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
各
分
隊
に
二
、

三
人
の
新
兵
が
配
属
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
兵
長
ク

ラ
ス
が
一
番
恐
ろ
し
く
困
り
ま
し
た
。
毎
晩
、
甲
板
整
列

が
あ
り
ま
す
。
至
る
所
に
精
神
注
入
棒
が
備
え
つ
け
て
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
棒
の
ほ
か
に
、
水
に
浸
け
た
ロ
ー

プ
で
叩
か
れ
る
制
裁
も
受
け
ま
し
た
。
ぐ
る
り
と
回
る
の

で
痛
さ
が
身
に
し
み
ま
す
。
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
耐
え
ま

し
た
。
機
関
科
は
も
っ
と
酷
か
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
整

備
は
水
上
機
で
、
私
は
器
具
工
具
の
係
り
を
命
じ
ら
れ
ま

し
た
。 

九
月
六
日
、
さ
ら
に
転
属
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
ま
で

一
緒
だ
っ
た
正
志
さ
ん
は
、
木
更
津
航
空
隊
に
、
私
は
四

国
松
山
海
軍
航
空
隊
に
転
属
で
す 

四
国
に
は
大
村
か
ら
汽
車
で
別
府
に
出
て
、
後
は
船
で

松
山
に
行
き
ま
し
た
。
途
中
、
別
府
で
台
風
に
よ
り
小
学

校
の
上
の
山
崩
れ
が
あ
り
、
門
徒
寺
の
裏
が
大
変
だ
っ
た

と
聞
き
ま
し
た
。 

松
山
で
は
、
特
攻
機
『
零
式
艦
上
戦
闘
機
』
の
整
備
に

全
力
を
傾
注
し
ま
し
た
。
飛
行
機
の
数
は
少
な
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。 

後
に
サ
イ
パ
ン
島
に
向
う
予
定
の
編
成
替
え
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
私
は
中
耳
炎
を
患
っ
て
松
山
の
海
軍
病
院

に
入
院
し
ま
し
た
。
ほ
か
の
人
た
ち
は
南
方
に
移
動
中
に

台
湾
沖
で
敵
の
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
で
沈
没
さ
れ
た
と
聞

き
ま
し
た
。
私
は
九
死
に
一
生
を
得
ま
し
た
。 

海
軍
病
院
で
四
カ
月
の
入
院
生
活
を
送
り
、
退
院
後
は

佐
世
保
海
兵
団
補
充
隊
付
き
、
大
村
海
軍
航
空
隊
済
州
島

分
遣
隊
付
き
と
な
り
ま
し
た
。
同
航
空
隊
は
特
攻
隊
の
訓

練
基
地
で
し
た
が
、
済
州
島
は
風
が
強
い
た
め
訓
練
に
は

使
用
で
き
ず
、
部
隊
は
朝
鮮
釜
山
付
近
の
亀
裏
地
区
に
移
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動
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
十
一
月
三
日
の
寒
い
日
、
鮒
を
取

っ
て
来
い
と
上
の
人
が
言
う
の
で
取
り
に
行
き
ま
し
た
が
、

朝
鮮
の
冬
の
川
は
凍
り
つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
鮒

等
が
取
れ
た
と
思
い
ま
す
。
食
べ
た
か
ど
う
か
は
覚
え
て

ま
せ
ん
。
上
官
の
誰
か
が
無
理
を
言
っ
た
の
か
、
嫌
が
ら

せ
か
酷
い
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
明
治
節
の
お
祝

い
の
魚
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

分
隊
長
は
尉
官
で
（
大
尉
か
）
分
隊
員
は
何
百
人
も
い

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
陸
軍
の
中
隊
の
よ
う
な
規
模
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
分
隊
に
は
整
備
隊
の
ほ
か
に
様
々
の
隊
が
一

緒
で
し
た
。
飛
行
場
整
備
の
兵
科
や
通
信
等
の
所
は
人
員

も
少
な
く
良
く
ま
と
ま
り
楽
だ
っ
た
よ
う
で
、
本
当
に
羨

ま
し
か
っ
た
で
す
。 

昭
和
二
十
年
六
月
、
大
村
海
軍
航
空
隊
付
き
と
な
り
諫

早
飛
行
場
に
帰
り
、
長
崎
県
小
浜
町
雲
仙
の
特
攻
基
地
に

勤
務
し
て
、
特
攻
隊
員
の
愛
機
の
整
備
に
力
を
尽
く
し
ま

し
た
。
雲
仙
の
基
地
か
ら
は
多
く
の
若
い
隊
員
が
鹿
児
島

に
向
か
い
、
さ
ら
に
鹿
児
島
か
ら
沖
縄
に
向
け
て
出
撃
し
、

護
国
の
花
と
散
っ
て
行
っ
た
と
思
う
と
、
可
哀
相
で
痛
ま

し
い
限
り
で
す
。 

戦
争
末
期
ご
ろ
は
、
太
刀
洗
を
は
じ
め
各
地
の
航
空
基

地
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
爆
で
使
用
不
可
能
で
、
隠
れ
た

小
さ
な
基
地
が
必
要
と
な
り
、
雲
仙
な
ど
に
も
基
地
が
で

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
八
月
十
五
日
の
玉
音
放
送
は
雲
仙

の
基
地
で
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

基
地
の
撤
収
に
つ
い
て
は
大
村
の
本
部
の
指
示
か
ら
即

時
に
解
散
と
い
う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
で
、
勝
手

に
雲
仙
の
基
地
か
ら
復
員
致
し
ま
し
た
。
飛
行
機
乗
り
で

飛
行
機
で
帰
っ
た
人
も
お
り
ま
し
た
。
私
は
、
四
国
の
人

で
軍
の
自
動
車
で
別
府
経
由
で
帰
る
人
に
別
府
ま
で
乗
せ

て
も
ら
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
燃
料
は
満
タ
ン
に
し
て
行
き
、

後
で
車
は
別
府
に
放
置
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。 

雲
仙
航
空
基
地
の
長
に
は
思
慮
深
さ
が
無
く
、
軍
の
器

物
も
勝
手
に
分
け
取
り
合
戦
で
し
た
。
別
府
か
ら
汽
車
で

朝
地
に
、
八
月
二
十
日
に
帰
郷
し
ま
し
た
が
、
再
度
呼
び

出
さ
れ
、
島
原
の
青
雲
寺
で
約
一
カ
月
ぐ
ら
い
、
雲
仙
海

軍
航
空
隊
の
残
務
整
理
に
従
事
し
ま
し
た
。
こ
の
残
務
が

終
了
後
、
本
当
の
復
員
を
し
ま
し
た
が
、
朝
地
で
は
ち
ょ
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っ
ち
り
が
こ
ち
ら
に
バ
ッ
ト
が
飛
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し
た
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熱
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。
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困
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今
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で
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、
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更
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に
、
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山
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で
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に
は
大
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汽
車
で
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に
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、
後
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で

松
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。
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中
、
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で
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に
よ
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小
学
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の
上
の
山
崩
れ
が
あ
り
、
門
徒
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の
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が
大
変
だ
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と
聞
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ま
し
た
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松
山
で
は
、
特
攻
機
『
零
式
艦
上
戦
闘
機
』
の
整
備
に

全
力
を
傾
注
し
ま
し
た
。
飛
行
機
の
数
は
少
な
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。 

後
に
サ
イ
パ
ン
島
に
向
う
予
定
の
編
成
替
え
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
私
は
中
耳
炎
を
患
っ
て
松
山
の
海
軍
病
院

に
入
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し
ま
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。
ほ
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の
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は
南
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に
移
動
中
に

台
湾
沖
で
敵
の
潜
水
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の
魚
雷
攻
撃
で
沈
没
さ
れ
た
と
聞

き
ま
し
た
。
私
は
九
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に
一
生
を
得
ま
し
た
。 

海
軍
病
院
で
四
カ
月
の
入
院
生
活
を
送
り
、
退
院
後
は

佐
世
保
海
兵
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充
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き
、
大
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海
軍
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済
州
島

分
遣
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付
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り
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た
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同
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は
特
攻
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の
訓

練
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地
で
し
た
が
、
済
州
島
は
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が
強
い
た
め
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に
は

使
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で
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ず
、
部
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は
朝
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釜
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近
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亀
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動
し
ま
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。
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で
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の
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、
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を
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来
い
と
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の
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が
言
う
の
で
取
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に
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き
ま
し
た
が
、
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の
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。
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は
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と
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た
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は
覚
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せ
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上
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の
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が
無
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の
か
、
嫌
が
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酷
い
こ
と
で
す
。
も
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こ
れ
は
明
治
節
の
お
祝

い
の
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で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
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分
隊
長
は
尉
官
で
（
大
尉
か
）
分
隊
員
は
何
百
人
も
い

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
陸
軍
の
中
隊
の
よ
う
な
規
模
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
分
隊
に
は
整
備
隊
の
ほ
か
に
様
々
の
隊
が
一

緒
で
し
た
。
飛
行
場
整
備
の
兵
科
や
通
信
等
の
所
は
人
員

も
少
な
く
良
く
ま
と
ま
り
楽
だ
っ
た
よ
う
で
、
本
当
に
羨

ま
し
か
っ
た
で
す
。 

昭
和
二
十
年
六
月
、
大
村
海
軍
航
空
隊
付
き
と
な
り
諫

早
飛
行
場
に
帰
り
、
長
崎
県
小
浜
町
雲
仙
の
特
攻
基
地
に

勤
務
し
て
、
特
攻
隊
員
の
愛
機
の
整
備
に
力
を
尽
く
し
ま

し
た
。
雲
仙
の
基
地
か
ら
は
多
く
の
若
い
隊
員
が
鹿
児
島

に
向
か
い
、
さ
ら
に
鹿
児
島
か
ら
沖
縄
に
向
け
て
出
撃
し
、

護
国
の
花
と
散
っ
て
行
っ
た
と
思
う
と
、
可
哀
相
で
痛
ま

し
い
限
り
で
す
。 

戦
争
末
期
ご
ろ
は
、
太
刀
洗
を
は
じ
め
各
地
の
航
空
基

地
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
爆
で
使
用
不
可
能
で
、
隠
れ
た

小
さ
な
基
地
が
必
要
と
な
り
、
雲
仙
な
ど
に
も
基
地
が
で

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
八
月
十
五
日
の
玉
音
放
送
は
雲
仙

の
基
地
で
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

基
地
の
撤
収
に
つ
い
て
は
大
村
の
本
部
の
指
示
か
ら
即

時
に
解
散
と
い
う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
で
、
勝
手

に
雲
仙
の
基
地
か
ら
復
員
致
し
ま
し
た
。
飛
行
機
乗
り
で

飛
行
機
で
帰
っ
た
人
も
お
り
ま
し
た
。
私
は
、
四
国
の
人

で
軍
の
自
動
車
で
別
府
経
由
で
帰
る
人
に
別
府
ま
で
乗
せ

て
も
ら
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
燃
料
は
満
タ
ン
に
し
て
行
き
、

後
で
車
は
別
府
に
放
置
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。 

雲
仙
航
空
基
地
の
長
に
は
思
慮
深
さ
が
無
く
、
軍
の
器

物
も
勝
手
に
分
け
取
り
合
戦
で
し
た
。
別
府
か
ら
汽
車
で

朝
地
に
、
八
月
二
十
日
に
帰
郷
し
ま
し
た
が
、
再
度
呼
び

出
さ
れ
、
島
原
の
青
雲
寺
で
約
一
カ
月
ぐ
ら
い
、
雲
仙
海

軍
航
空
隊
の
残
務
整
理
に
従
事
し
ま
し
た
。
こ
の
残
務
が

終
了
後
、
本
当
の
復
員
を
し
ま
し
た
が
、
朝
地
で
は
ち
ょ
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う
ど
そ
の
こ
ろ
稲
刈
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

復
員
の
時
は
海
軍
二
等
整
備
兵
曹
で
し
た
。 

復
員
後
一
年
間
は
三
重
農
業
学
校
の
農
業
会
講
習
所
で

農
業
経
営
を
勉
強
致
し
ま
し
た
。 

兄
も
大
分
歩
兵
第
四
十
七
連
隊
に
入
隊
、
陸
軍
伍
長
、

内
地
勤
務
で
終
戦
に
よ
り
帰
郷
し
て
い
ま
し
た
が
、
農
協

勤
務
で
し
た
。
父
は
食
料
事
務
所
に
勤
務
、
祖
父
は
病
床

に
付
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
農
業
は
母
と
私
が
や
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

食
料
事
情
が
極
端
に
悪
く
な
り
、
都
市
で
は
餓
死
者
が

出
る
よ
う
に
な
り
供
出
の
割
り
当
て
も
強
化
さ
れ
、
畑
は

大
豆
、
甘
藷
、
粟
等
田
は
米
の
供
出
で
す
。
農
家
の
私
の

家
で
も
、
自
分
で
耕
作
し
な
が
ら
供
出
を
完
済
す
る
と
、

毎
年
闇
米
を
十
俵
ぐ
ら
い
買
っ
て
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
五
年
、
警
察
予
備
隊
福
岡
県
雑
所
隈
駐
屯
地

に
勤
務
、
久
留
米
東
駐
屯
地
を
最
後
に
昭
和
二
十
七
年
十

二
月
三
十
一
日
に
退
職
し
て
、
実
家
の
農
業
一
筋
に
専
念

し
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
二
年
九
月
、
三
十
二
歳
で
朝
倉
光
子
と
結
婚

し
て
、
志
村
か
ら
朝
倉
家
に
養
子
に
入
り
ま
し
た
。
朝
倉

家
に
は
前
に
養
子
が
来
て
い
ま
し
た
が
、
子
供
達
を
連
れ

て
出
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
家
に
お
婆
さ
ん
だ
け

が
残
っ
た
の
で
、
姪
の
光
子
を
、
先
に
養
子
に
し
て
一
月

遅
れ
て
私
が
迎
え
ら
れ
た
訳
で
す
。
先
の
養
子
が
整
理
し

て
出
て
行
っ
た
の
で
ほ
と
ん
ど
無
か
ら
の
出
発
で
し
た
が
、

後
は
お
祖
母
さ
ん
大
事
に
、
二
人
で
頑
張
り
ま
し
た
。 

家
内
は
学
校
の
用
務
員
で
農
家
の
仕
事
は
何
も
出
来
な

か
っ
た
の
で
す
が
良
く
こ
こ
ま
で
つ
い
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
入
婿
の
時
か
ら
田
も
無
く
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

直
ぐ
日
雇
い
に
出
ま
し
た
。
当
時
日
当
が
三
百
円
で
し
た
。 

仕
事
は
山
の
仕
事
で
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
ず
っ
と
平

成
十
年
ぐ
ら
い
ま
で
、
森
林
組
合
が
雇
い
主
に
な
り
ま
し

た
。
給
料
も
組
合
か
ら
で
、
山
仕
事
は
割
合
優
遇
さ
れ
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
後
に
は
何
人
か
人
夫
を
使
っ
て
、

組
長
の
よ
う
に
段
取
り
を
任
さ
れ
、
力
仕
事
は
若
い
人
に

や
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
組
合
職
員

で
は
な
い
の
で
社
会
保
険
が
無
く
国
民
保
険
で
す
。
そ
の
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代
わ
り
に
給
料
は
高
く
た
だ
私
自
身
も
、
組
合
員
に
も
、

病
気
、
怪
我
に
は
い
つ
も
十
分
の
注
意
を
払
い
ま
し
た
。

今
は
お
陰
で
家
も
何
度
か
建
て
替
え
、
田
も
三
反
半
余
り

を
購
入
し
て
、
約
一
町
歩
の
耕
作
を
し
て
い
ま
す
。 

真
面
目
に
過
し
て
来
た
三
十
年
の
汗
の
結
晶
に
よ
り
今

日
の
平
穏
な
家
庭
が
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い

子
供
、
孫
達
と
後
継
者
に
も
恵
ま
れ
て
幸
せ
に
家
内
共
々

健
康
で
過
し
て
お
り
ま
す
。 
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私
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
一
月
、
山
形
県
豊
原

村(

後
に
合
併
し
て
飯
豊
町)

の
農
家
に
生
ま
れ
、
姉
一
人
、

弟
六
人
、
妹
三
人
の
男
七
人
女
三
人
兄
弟
の
長
男
で
し
た
。

下
の
妹
は
二
歳
で
こ
の
世
を
去
り
、
他
の
兄
弟
は
現
在
、

男
六
人
、
女
一
人
が
健
在
で
す
か
ら
両
親
と
祖
父
母
を
合

わ
せ
て
十
四
人
の
大
家
族
で
し
た
。 

私
が
小
学
校
五
年
生
の
こ
ろ
、
祖
母
が
病
気
に
な
り
、

毎
日
学
校
を
早
引
き
し
て
祖
母
を
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
て
往

復
二
十
キ
ロ
も
あ
る
医
院
へ
通
院
す
る
の
が
日
課
で
し
た
。

そ
れ
が
二
年
ぐ
ら
い
続
い
た
で
し
ょ
う
か
、
祖
母
は
全
快

し
、
私
は
小
学
校
を
何
と
か
卒
業
し
ま
し
た
。
父
親
も
病

弱
で
し
た
の
で
、
そ
の
年
は
母
親
と
二
人
で
農
業
を
や
り

ま
し
た
。 

翌
年
、
東
京
四
谷
の
仏
具
店
に
奉
公
に
出
ま
し
た
。
三

年
、
五
年
と
経
っ
た
こ
ろ
店
に
納
入
さ
れ
る
仏
壇
や
神
棚
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